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研究成果の概要（和文）：都市化のすすむアフリカ都市の社会経済的動態の解明を目的とし、特徴的な二つの事象①多
民族状況における②都市零細商業（市場の農作物ビジネス）の展開に着目した調査をカメルーン首都ヤウンデで行った
。結果、多民族都市ヤウンデの農作物ビジネスでは民族的「専業」と出身地域の産物に特化した民族的「分業」が長期
にわたり維持・再生産されている一方、近代金融の参入や都市開発を背景に商人間に経済的・政治的階層化が進展し、
超民族的な社会関係が形成されていることが明らかになった。こうしたなか、民族的／超民族的な社会関係を選択的に
活かすことにより、商業活動の競合性や民族間の緊張関係を緩和していることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：Small commercial activities could be one of the important features of many 
African cities which have a rapid increase of population, also in Yaounde, the Cameroonian capital city 
that is the research area. I examine the change of small commercial activities in urban food market, 
especially agricultural product business, focusing the ethnic/inter-ethnic relationship. I conclude that 
the agricultural product business have been kept in ethnic commercial relationship for a long time since 
the independent. On the other hand, I found the progress of economic and political stratification inside 
of vendors in the context of introducing of the modern financial system and of urban policy. This 
progress causes the inter-ethnic commercial relationship and political network based on the scale of 
commercial activity. The vendors operate the ethnic/inter-ethnic relationship in proportion to his 
economic or political purpose for keeping his commercial activity in multiethnic urban society.

研究分野： 文化人類学

キーワード： カメルーン　都市人類学　アフリカ都市　多民族共生　零細商業　市場　インフォーマルセクター
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１． 研究開始当初の背景 
近年、サハラ以南アフリカの都市人口は急

速に増加し、加速的にすすむ大都市形成は現
代アフリカを象徴する事象のひとつとなっ
ている。本研究が対象とする中部アフリカ・
カメルーン共和国もその例外ではない。カメ
ルーンでは、総人口の約半数が都市人口とな
り、その首都ヤウンデは、現在 200 万人を超
す大都市になりつつある。このような急速な
都市化と都市生活の実態は、日本では未だ充
分に知られていない。 
アフリカにおける都市化の進行は、ふたつ

の根源的な論点を提示している。すなわち、
増加の一途をたどる都市住民への食料安全
供給の問題、また現金経済を前提とする都市
での生活手段の問題である。 
申請者は 1994 年より、アフリカ・カメル

ーン共和国の首都ヤウンデとその近郊農村
において、都市－農村間をめぐって展開する
農作物流通と都市／農村女性による農作物
販売に着目した都市零細業の調査・研究をお
こなってきた。これまでの調査から、都市／
農村女性を中心的担い手とした零細な商業
活動が、その総体として都市向け食料供給の
根幹を支えている点、都市－農村地域経済を
基盤として展開する農作物販売が「農村的サ
ブシステンス・エコノミー」と「都市的商業
経済」の接合によって維持されている点が明
らかになった（塩谷 2013a,b）。この成果は、
小規模な商業活動であっても総体として国
家（都市）経済に寄与する可能性があること、
都市零細商業は単なる「サブシステンス・エ
コノミーから都市的商業経済への移行」では
ないことを示唆した。 
国家経済との対比においてインフォーマ

ルセクターともよばれる都市零細商業の従
事者は、国家経済体制の強化がすすみつつあ
る現在、アフリカ諸都市においてフォーマル
といえるほど増加している。このような現状
とこれまでの調査・研究から、都市零細商業
は新たな「アフリカ的生業経済」として、都
市の社会経済的基盤をささえるひとつの要
因ではないか、という着想をえた。都市化の
進展にともなう社会変動のなかで、都市零細
商業が維持され、活発に展開されるのは、ど
のような共同性や秩序に依るのか。 
アフリカのモラル・エコノミー論を展開し

たハイデンは、親族関係や地縁などを基盤と
した互酬的関係や相互扶助システムといっ
た「相対的自律性」にささえられる「情の経
済」が、農村のみならずアフリカ都市の経済
活動においても機能していると指摘してい
る（Hydén,G. 1980 他）。またグローバル経
済下においてなお維持される、都市零細商業
固有の共同性、自律性をみいだそうとする研
究視点は、近年のアフリカ都市人類学研究に
おいても展開されつつある。これらの研究が
示すのは、アフリカ都市の経済活動において
発揮される民族的社会原理や商業エスニシ
ティの存在、また商慣行や行動規範における

独自性の存在である。 
本研究はこれらの先行研究に与するとと

もに、アフリカ都市の特徴ともいえる多民族
状況についても研究視野を広げる。都市零細
商業を「民族的社会原理」と「多民族的ある
いは超民族的な都市社会原理」が接合・競合
しながら働きうる場と捉えることにより、よ
り動態的なアフリカ都市人類学研究が可能
になると考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究は、拡大しつつある現代アフリカ都

市の社会経済的動態の解明を研究目的とし、
アフリカ諸都市において特徴的なふたつの
現象である①多民族状況における②都市零
細商業の展開に着目する。具体的には、公設
市場およびその周辺路上において個人規模
で展開する農作物ビジネスに焦点をあて、そ
こに生成する共同性や秩序の析出と分析を
おこなう。分析視点として「民族的社会原理
／多民族あるいは超民族的な都市社会原理」
というパラダイムをおき、その連続性と諸相
を現地調査による資料を通じて検証する。こ
の動態関係の検証により、アフリカ都市にお
いて形成される都市性あるいは多民族社会
性をうみだす社会経済的動態を考察する都
市人類学研究を試みる。 
 
３． 研究の方法 
研究方法は、参与観察・聞取り調査・文献

資料調査、以上 3つの手法をもちいた。 
研究は、3 つの段階において展開した。 

(1) 研究の第一段階：：差異化の諸相＝「民
族的社会原理」の検証 

 1990 年代に申請者が実施した公設市場（以
下、市場）の調査から明らかになったのは、
市場の農作物ビジネスにおける民族的な分
業化と専業化であった。すなわち、公設市場
の食品部門における商人は、中央州出身ベチ
Beti、西部州出身のバミレケ Bamiléké、北
部州出身のハウサ Haoussa を中心に構成さ
れ、多民族都市における専業化をしめした。
さらに、それぞれの民族的生業に依拠した生
産物販売に特化し、農作物ビジネスにおける
分業化をしめした。民族的な分業化と専業化
は、生業に依拠した商業的つながり、すなわ
ち「民族的社会原理」によって維持されてい
ることが予想された。 
 研究の第一段階では、市場の農作物ビジネ
スにおける民族的な分業化と専業化の今日
的状況を再検証し、そこに見出される変化と
その要因を明らかにする。さらに、公設市場
の農作物ビジネスにおいて優勢な商人であ
るエトン、バミレケ、ハウサについて、商品
入手にいたる商業的つながりについて調査
し、商業形態の比較研究をおこなう。エトン
／バミレケ／ハウサは、歴史的社会経済的背
景の全く異なる人びとであり、ヤウンデの多
民族状況の一側面を端的にあらわす研究対
象と考えられる。 



 研究の第一段階においては、農作物ビジネ
スにおいて「民族的社会原理」が発揮される、
民族間の差異化の諸相を明らかにすること
を目指す。 
(2) 研究の第二段階：同化の諸相＝「多民族

的あるいは超民族的な都市社会原理」の
検証 

従来、市場の商人が行ってきた経済互助組
織・頼母子講は、貯蓄や貸付といった経済機
能のみならず、保険やメンバー間の相互扶助
をいった社会機能を備え、商業活動のみなら
ず都市生活の保障におよぶ多義的な意味を
もって機能してきた。それは、市場における
信用あるいは同業者ネットワークといった、
長期的な社会関係を基盤として維持されて
きた。経済互助組織・頼母子講は、銀行で融
資を受けることのできない零細商人の資金
調達を可能にしてきた。 
しかし 2000 年代にはいって増加した民間

金融（小規模貸付業者）の参入により、資金
をもたない零細商人であっても、少額融資を
受けることが可能になり、資金調達をめぐる
状況が多様化していること、また、大卸売業
者の発達にともない、仕入れ関係が多様化・
重層化していることが近年の調査からわか
っている。これにより、ビジネスの基盤とな
る資金調達、商取引をめぐる経済行為が、多
民族的あるいは超民族的な共同関係のなか
で展開していることが予想される。また、共
同関係の在り方は、一時決済を基礎とした短
期的な関係から互酬性を基礎とした長期的
な関係まで、さまざまな様相をみせると考え
られる。 
研究の第二段階では、「多民族的あるいは

超民族的な都市社会原理」において発揮され
る共同性を多民族都市ヤウンデという全体
性、または都市零細商業の成立（全体性）と
いうコンテキストにおいて検討する。これを
通じて目指されるのは、「多民族的あるいは
超民族的な都市社会原理」が発揮される民族
間の同化の諸相を明らかにあることである。 
(3) 研究の展開 
差異化と同化というふたつの側面は、どち

らが欠けても農作物ビジネスを成り立たせ
なくする危険をはらんでいる。最終的な研究
展開として目指されるのは、商人たちが差異
化・同化の過程を経ながらも、全体として、
市場における農作物ビジネスを成立させる
ために発動する創意・工夫といった、対処の
メカニズムの発見である。民族間の差異化／
同化の諸相を通じて現れる対処のメカニズ
ムは、本研究のパラダイムの連続性を示し、
ヤウンデの社会経済動態を構成する都市性
あるいは多民族社会性としてあらわれるこ
とを検証する。 
 
４．研究成果 
 研究の成果は、本研究のパラダイムにそっ
て、多民族状況下における都市零細商業（農
作物ビジネス）にみられた(1)差異化の諸相

＝「民族的社会原理」と(2)同化の諸相＝「多
民族的あるいは超民族的な都市社会原理」の
ふたつの側面について論じる。最後に(3)「差
異化／同化」の連続性を検証する。 
(1) 差異化の諸相＝「民族的社会原理」の検

討 
文献調査では、植民地統治を契機として形

成された「植民地都市」ヤウンデの都市形成
過程を整理することにより、現在の多民族的
状況を通時的に分析する視座をえることが
できた。人口増加のすすむヤウンデでは、街
区の拡大とともにカメルーン独立期にみら
れた民族毎の集住（主に旧市街に相当）に加
え、社会経済的階層による住み分け（多民族
的な居住空間としての新市街に相当））もす
すみつつあることが確認できた。このように
都市空間的には多民族状況が進展するなか、
都市形成にともなってカメルーン各地から
移住してきた商人たちの社会・文化的背景に
関する聞取り調査からは、親族・出身村・同
一民族といった個人の出自の延長線上ある
ネットワークを基盤にして農作物ビジネス
への新規参入が可能になってきたこと、すな
わち、市場での商売に参入する経緯において
重要なのは、民族的つながりであることが明
らかになった。 
市場の農作物ビジネスにおける民族的な

状況調査から明らかになったのは、250 以上
の民族がいると言われる多民族都市ヤウン
デにおいて、3 つの民族が市場のビジネスに
特化している点、すなわち、農作物ビジネス
における「専業化」の傾向とそれぞれの民族
的生業に依拠した生産物販売に特化した「分
業化」の傾向である。これは先に述べた 1990
年代の調査結果と変わらない状況であり、す
なわち生産から販売にいたる商業ネットワ
ークが民族的なつながりを基盤として長年
維持されていることが明らかになった。 
(2) 同化の諸相＝「多民族的あるいは超民族

的な都市社会原理」の検証 
一方、市場内で活発におこなわれる経済互

助組織・頼母子講は、民族に依らない市場内
の商人ネットワークをつうじて展開してい
る。長いもので 20 年にわたり継続してきた
組織がある一方、持ち逃げや不履行によって
失敗におわる組織や講も存在する。リスクを
分担しあう商人たちが最も重視するのは、出
自ではなく、市場における商人（個人）の日々
の行為と商業活動の規模・継続性である。オ
ープンスペースである市場では、各々の商人
がどのように商売をおこなっているかをそ
の継続性をふくめ、相互に確認し合っている
のである。 
経済互助組織・頼母子講に関する調査から、

利用者である商人たちが最も重視するのは
「交渉可能性」「相互扶助」「（市）場の共有」
といった側面であることが確認できた。経済
互助組織や頼母子講への参加をとおして、相
互扶助のみならずリスクの分担を負うこと
で、本来は競合的である商業活動が、「個人



の経済活動」から「わたし達の経済活動」と
して位置づけられているといえる。ここでは
市「場」の共有と日々の行為の積み重ねによ
る信頼を基盤とした人と人のつながりが重
視され、多民族的な関係が結ばれる。 
しかし近年増加している民間金融との関

係は、それとは全く異なる交渉不可能な「契
約」であり、この論理のズレによって利用と
忌避といった対応の違いが生まれ、商業活動
の規模あるいは商業圏に差異が生まれつつ
ある。貸付の利用によって、出自（出身地域）
に限らない広域にわたる仕入れをおこなう
資金の調達が可能になり、商人が商業規模を
拡大する契機となっている。しかし一方で、
従来の経済互助組織や講が担ってきた社会
的機能はここには含まれない。商業活動のリ
スクを保証するのは、この場合、個人の才覚
のみとなり、従来の相互扶助は期待できない。 
資金調達手段の多様化しつつあるなか、そ

の選択をめぐって商人の経済状況に格差が
生じつつあるといえる。こうした格差は、政
治状況においても確認された。 

2006 年以降、国家経済体制の強化を目的
とした都市開発計画がすすめられ、ヤウンデ
市が統括する市場においても空間的・構造的
変革がすすんでいる。現地調査では、ヤウン
デ市の主導で行われている商人の組織化と
管理方法（徴税および治安）に着目し、行政
官・徴税人・市場の商人代表およびセクター
責任者などに聞取り調査と参与観察をおこ
なった。これにより、国家の論理とこれまで
商人のあいだで形成されてきた秩序には乖
離がみられるものの、実際の現場では、役人
（行政から任命された市場責任者および徴
税人）と商人との具体的なやりとりのなかで、
出自あるいは民族的アイデンティティを拡
大操作しながらその場に対処する柔軟性が
観察された。 
しかし、都市行政の要請により市場内に商

人組織（都市行政の下部組織）が結成され、
タテの組織化がすすむことにより、選出され
た商人は「エリート」とよばれ、商人間に緊
張関係が生じている。従来、市「場」の秩序
を実際に維持してきたのは、長年市場で商売
を営んできた古参の商人であった。都市行政
はこの古参商人を組織のなかに組み込む一
方、そこに組み込まれなかった古参商人や新
規参入した商人は、「統治される側」に位置
づけられることになった。 
市場内で生じている商人間の経済的格差

と政治的階層化は、二つの展開に結びついて
いる。ひとつは、仕入れ関係の重層化・多様
化である。民間金融を利用した資金調達によ
り商業圏拡大あるいは商業規模拡大を果た
した商人が大規模な買付をおこなうように
なったことにより、民族的つながりに拠らな
い取引関係が促進されている。また地方定期
市に仕入れに行けない零細商人が市場内で
商品（農作物）を仕入れることが可能になっ
た。もうひとつは、同業者組合の結成である。

「エリート」商人を中心とした組合が結成さ
れ、都市行政との交渉窓口としての役割を果
たすようになった。いずれの展開も経済的目
的や政治的動機を契機とした「超民族的ある
いは多民族的」なつながりのなかで社会関係
が形成されていることが明らかになった。 
(3) まとめ：差異化／同化の連続性 
近代金融の参入や都市行政による介入と

いった状況変化のなか、市場の商人は民族的
／超民族的な社会関係を選択的に活用しな
がら商業活動を維持している。民族的つなが
りは、商品仕入れにおける利便性（生産地と
のつながり）や交渉言語などの優位性をもっ
て活用され、また超民族的つながりは、資金
調達のみならず都市生活における相互扶助
や政治的目的の達成あるいは主張において
活用される。都市零細商業に生活基盤をおく
商人たちにとって、経済的目的と政治的目的
のふたつを達成することがその商業活動を
維持する重要な要件であり、商人たちは市
「場」を基点としながらその重点を操作して
いる。本研究では、このようなダイナミズム
のなかで商業活動における競合性や民族間
の緊張関係を緩和していることが明らかに
なった。 
また、本研究では、都市零細商業が決して

一枚岩の存在ではなく、その内部においても
経済格差や政治的階層化をうむものである
ことが明らかになった。本研究のように、長
期にわたる現地調査をつうじて都市零細業
における内部のダイナミズムを具体的に明
らかにした都市人類学的研究はほとんどみ
られない。急速に拡大しつつあるアフリカ都
市の実態を明らかにする研究として、都市研
究や社会関係資本論にも新たな知見を加え
ることができると考える。この 3 年の研究成
果はまだ十分にまとめきれたとはいえず、さ
らに分析を深めながら学術論文として成果
発表をしていく予定である。 
本研究の過程で確認した同業者による組

合の結成は、これまで零細ゆえに流動的で不
安定な経済活動として位置づけられがちで
あった都市零細商業あるいはフォーマルセ
クターの新たな展開として重要な事象とい
える。グローバルな展開を新たな市民運動と
捉え、「インフォーマル性」を再検討すると
いった、近年の政治経済学の成果とも重なり
うる課題として、今後、さらに研究をすすめ
る必要があると考えている。 
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